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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

集
合　

 

９
時
50
分
に
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
信
太
山
駅
」
改
札
（
雨

天
決
行
）

解
散　

 

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
北
信
太
駅
」

　
　
　

※
終
了
後
懇
親
会
（
実
費
）
を
予
定

案
内　

和
泉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド　
　

定
員　

20
人

コ
ー
ス 

「
信
太
山
」
駅
↓
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
↓
池

上
曽
根
遺
跡
↓
葛
葉
稲
荷
神
社
↓
北
信
太
駅
（
約
４

㌔
）

会
費　

無
料

い
ず
み
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区
文
化
企
画

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

３
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

80
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
１
万
円

疑
義
解
釈
を
中
心
と
し
た
社
保
講
習
会

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

11
月
19
日（
土
）午
後
３
時
〜　

上
映
時
間
１
０
６
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

仙
郷
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
一
人
の
新
米

女
医
の
物
語

映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」
無
料
上
映
会

日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ど
う
扱
う
べ
き
か

年
末
調
整
へ
の
対
応
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
講
座

日
時　

11
月
25
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

飯
田
秀
男
氏
（
全
大
阪
消
費
者
団
体
連
絡
会
事
務
局

長
）　

会
費　

無
料

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
共
済
制
度
は
ど
う
な
る
―
協
定
内
容
か
ら

考
え
る

大
阪
共
済
懇
話
会
・
９
周
年
学
習
交
流
会

日
時　

 

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
雨

天
決
行
）

集
合　

午
後
１
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
環
状
線
「
玉
造
駅
」
北
改
札

解
散　

午
後
４
時
頃　

天
王
寺
駅　
　

定
員　

15
人

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）　

会
費　

無
料

コ
ー
ス　

三
光
神
社
↓
真
田
丸
跡
↓
空
堀
↓
四
天
王
寺
な
ど

　
　
　
　

※ 

解
散
後
、
天
王
寺
付
近
で
懇
親
会
（
実
費
３
千

円
程
度
）
を
予
定

古
地
図
で
歩
く
大
阪　

真
田
信
繁（
幸
村
）ゆ
か
り
の

真
田
丸
跡
と
終
焉
地
を
訪
ね
る

大
阪
市
南
部
・
東
部
・
北
部
地
区
文
化
企
画

論論
点点

　

こ
こ
20
年
あ
ま
り
の
間
、

日
本
経
済
は
成
長
を
模
索
し

て
い
ま
す
。「
民
で
で
き
る

こ
と
は
民
で
」
と
の
小
泉
内

閣
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は

じ
ま
り
、「
マ
イ
ナ
ス
金

利
」
や
「
異
次
元
の
金
融
緩

和
」
な
ど
、
お
よ
そ
経
済
学

教
科
書
に
は
な
じ
み
の
な
い

「
理
論
」
ま
で
登
場
し
て
い

ま
す
。

　

混
迷
す
る
日
本
経
済
で
す

が
、「
地
方
創
生
」
の
名
の

も
と
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る

の
が
「
観
光
政
策
」
で
す
。

日
本
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
存

在
す
る
「
風
光
明
媚
」
な
土

地
や
温
泉
が
、
観
光
と
い
う

経
済
資
源
だ
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

18（
２
０
０
６
）年
に
は
「
観

光
立
国
推
進
法
」
が
成
立

し
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）

年
に
は
観
光
庁
が
設
置
さ

れ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長

産
業
と
し
て
も
観
光
産
業
は

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
が
脚
光
を
浴
び

る
の
は
、
そ
れ
が
集
客
産
業

だ
か
ら
で
す
。
デ
フ
レ
マ
イ

ン
ド
の
も
と
、
内
需
拡
大
に

も
展
望
が
も
て
ず
、
海
外
輸

出
は
為
替
相
場
の
変
動
や
新

興
工
業
国
と
の
競
争
に
煽
ら

れ
る
。
世
界
各
地
か
ら
「
お

金
持
ち
」
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
て
、
日
本
で
「
お
金
を

捨
て
て
」
も
ら
え
る
の
が
、

集
客
産
業
。
最
大
の
集
客
効

果
を
発
揮
す
る
の
が
「
カ
ジ

ノ
（
賭
博
場
）」
で
あ
る
こ

と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と

こ
ろ
で
し
た
。

　

カ
ジ
ノ
と
い
え
ば
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
。
だ
が
、
バ
カ
ラ
だ

の
ル
ー
レ
ッ
ト
だ
の
に
興
じ

る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
や

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

の
華
僑
系
の
人
々
。
対
照
的

に
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
に
は
女

性
客
が
む
ら
が
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
の
最
近
の
特
徴
で

す
。
集
客
効
果
は
限
定
的

で
、「
カ
ジ
ノ
は
儲
か
ら
な

い
」
商
売
に
、
少
な
く
と
も

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
カ
ジ
ノ

運
営
会
社
で
は
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
も
併
営
す
る
も
の

の
カ
ジ
ノ
の
売
上
高
が
75
％

を
占
め
ま
す
。
こ
の
会
社

（
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
稼

ぎ
頭
は
マ
カ
オ
。
１
回
の
勝

負
に
最
低
で
も
５
０
０
万
円

を
投
じ
る
よ
う
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に

よ
る
バ
カ
ラ
賭
博
が
カ
ジ
ノ

運
営
業
者
の
経
営
を
支
え
て

い
る
の
で
す
。

　

カ
ジ
ノ
運
営
業
者
に
と
っ

て
日
本
は
開
拓
の
余
地
が
あ

る
「
垂す

い

涎ぜ
ん

の
地
」
な
の
で

す
。
対
抗
す
る
パ
チ
ン
コ
業

界
の
売
上
高
は
20
兆
円
弱
。

「
な
ん
と
し
て
で
も
」
と
い

う
業
者
の
「
熱
意
」
を
感
じ

ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
動
き
に
「
悪
ノ
リ
」

し
て
い
る
輩
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
カ
ジ
ノ
の
運
営
業
者

が
数
千
億
円
の
投
資
を
す
る

と
聞
い
て
、
受
注
競
争
に
お

お
わ
ら
わ
。
大
阪
府
や
大
阪

市
も
、
地
下
鉄
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
計
画

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
に
は
倫
理
は
不
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。「
他
人
の

不
幸
の
上
に
自
ら
の
幸
福
を

築
く
」
こ
と
で
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
い
ま
必
要
な
こ
と

は
、
馬
鹿
げ
た
経
済
政
策
に

別
れ
を
告
げ
る
こ
と
で
す
。

カ
ジ
ノ
誘
致
か
ら
決
別
を桜

田
照
雄

阪
南
大
学
教
授

国名 調査年齢 生涯有病率（％）

アメリカ 18歳～ 1.4

カナダ 同 1.3

イギリス 16歳～ 0.8

スペイン 18歳～ 1.7

スイス 同 0.8

スウェーデン 15～74歳 1.2

ノルウェー ― 0.3

フィンランド 15歳～ 1.5

オーストラリア 18歳～ 2.1

ニュージーランド 同 1.0

日本 20歳～ 男性 9.6
女性 1.6

諸外国のギャンブル依存症
（病的賭博）有病率　　　

（08年厚生労働省委託研究結果）
大門議員国会提出資料から

講
演
を
聞
く
参
加
者
ら

＝
10
月
23
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

（
上
）健
診
を
受
け
る
市
民

＝
10
月
23
日
、
花
園
中
央
公
園

（
下
）健
診
す
る
会
員

＝
10
月
23
日
、
常
翔
学
園
内

氏
が
報
告
し
た
。

　

西
谷
氏
は
、
シ
リ
ア
内
戦

の
リ
ア
ル
な
実
態
と
安
保
法

制
の
問
題
点
を
解
説
。
現
地

映
像
を
使
っ
て
、
ア
サ
ド
政

権
と
反
政
府
軍
の
戦
闘
に
Ｉ

Ｓ
が
加
わ
り
泥
沼
化
し
た
様

子
を
伝
え
た
。

　

Ｉ
Ｓ
が
拡
大
し
た
背
景
に

つ
い
て
、「
イ
ラ
ク
戦
争
で

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
ア
メ
リ

カ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
市
民

が
Ｉ
Ｓ
を
受
け
入
れ
広
げ
る

土
壌
を
作
っ
た
」
と
批
判
。

「
空
爆
で
は
テ
ロ
は
防
げ
な

い
。
日
本
に
は
憲
法
９
条
を

生
か
し
た
人
道
的
な
政
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　

冨
田
氏
は
、
国
連
総
会
本

会
議
で
核
兵
器
を
法
的
に
禁

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
10
月
23
日
、
東
大
阪
市

民
ま
つ
り
会
場
で
歯
科
健
診

を
実
施
し
、
過
去
最
高
の
２

０
０
人
（
子
ど
も
１
２
０
人

６
人
が
受
診
し
た
。
終
始
多

く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
、

「
歯
磨
き
剤
を
嫌
が
る
の
で

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」「
矯

正
は
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い

【
医
療
機
器
】
朝
日
レ
ン
ト

ゲ
ン
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
―
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
Ｃ
Ｍ
（
セ
フ
ァ
ロ
付
デ

ジ
タ
ル
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト
ゲ

ン
）NEOPREMIUM Version

【
条
件
】
ま
ず
は
詳
細
を
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
購
入
後
６
年
５

カ
月
（
Ｈ
22
年
５
月
購

入
）。
Ｃ
Ｔ
と
入
れ
換
え
の

た
め
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
歯
科
医
療
機
器
】
デ
ジ
タ

ル
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
株
式
会
社
モ
リ
タ
・
ベ
ラ

ビ
ュ
ー
エ
ポ
ッ
ク
ス
５
５
０

型
）

【
条
件
】
ま
ず
は
詳
細
を
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
10
年
使
用
。
Ｃ

Ｔ
入
れ
替
え
の
た
め
、
格
安

で
お
譲
り
致
し
ま
す
。
動
作

に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

求
め
ま
す

【
医
療
機
器
】
供
血
用
遠
心

分
離
機
「
メ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ

Ｍ
Ｆ
２
０
０
」

【
条
件
】
25
万
円
（
税
込
み
）

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

か
」
な
ど
の
質
問
に
も
こ
た

え
た
。
受
診
者
に
は
ス
ト
ッ

プ
患
者
負
担
増
の
リ
ー
フ
や

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
協

力
を
よ
び
か
け
た
。

止
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
つ
い
て
来
年
か
ら
交

渉
を
始
め
る
と
の
決
議
が
採

択
さ
れ
核
兵
器
の
法
的
な
禁

止
を
め
ぐ
る
本
格
的
な
議
論

が
初
め
て
国
連
で
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
の
推
進
を
訴
え
た
。

・
大
人
80
人
）
が
受
診
し

た
。
矢
部
あ
づ
さ
・
貴
島
正

彦
・
段
野
和
茂
・
海
道
充
の

各
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士

４
人
が
出
務
し
た
。

　

健
診
し
た
歯
科
医
師
は
、

「
歯
科
健
診
を
受
診
す
る
人

は
歯
磨
き
習
慣
も
あ
り
良

好
。
貧
困
の
た
め
健
診
さ
え

受
け
ら
れ
な
い
人
が
問
題

だ
」
と
の
感
想
が
寄
せ
た
。

会
場
内
で
署
名
ハ
ガ
キ
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

５
０
０
個
を
配
布
し
た
。

北
河
内
地
区

　

北
河
内
地
区
は
10
月
23

日
、
ひ
ら
か
た
こ
ど
も
ま
つ

り
で
歯
科
健
診
を
行
っ
た
。

有
地
正
・
更
谷
氏
將
両
歯
科

医
師
と
衛
生
士
、
技
工
師
ら

７
人
が
出
務
し
、
の
べ
１
８

　

Ｉ
Ｓ
や
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア

の
戦
闘
の
現
状
や
核
兵
器
廃

絶
の
展
望
を
学
ぼ
う
と
、
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
10
月

23
日
、
市
民
学
習
会
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
96
人
が

参
加
し
た
。
シ
リ
ア
を
取
材

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西

谷
文
和
氏
が
講
演
し
、
関
西

学
院
大
学
教
授
の
冨
田
宏
治

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

武
力
で
な
く
人
道
支
援
を

秋
の
健
診
旺
盛
に

Ｉ
Ｓ
、イ
ラ
ク
戦
争
テ
ー
マ
に
96
人

譲
り
ま
す

東
大
阪
・
八
尾
・

柏
原
地
区


